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米国テキサス州にあるテ

キサス大学オースティン

校付属歴史博物館。世界

有数の公的アーカイブス

で、歴史研究の拠点とし

て社会分野、自然科学、

音楽、映像など多岐にわ

たり媒体資料を保存する。

写真作品の収蔵はピュリ

ッツアー賞受賞者を中心

に６０人を超える。日本

人写真家の一連の業績が

評価され、作品群が収蔵

されるのは初めて。セン

ターの名は第４１代テキ

サス州知事にちなむ。

【ドルフ・ブリスコー米国史センター】

昨年〝被団協〟に

ノーベル平和賞が与えら

れたように、戦争の負の

遺産へ世界的な注目が集

まっている。　平和と鎮

魂を希求する江成さんの

半世紀以上にわたる写真

群は、その優れた記録性

と表現力で歴史的資料と

して計り知れない価値を

帯びている。

時代に向き合わぬまま置き去りにされた昭和の人々 の記録を撮
りつづけ、記憶を表現してフォト・ジャーナリズムの泰斗となっ
た江成常夫さんの写真作品がブリスコー米国史センターに収
蔵されます。２０２０年に『被爆  ヒロシマ・ナガサキ  いのちの証』
から１４４点がすでに収蔵されていますが、２０２４年『まぼろし国・
満洲』『鬼哭の島』など７テーマ約６００点余りが新たにデータ
提供される覚書がかわされました。これだけの点数の個人写
真が収蔵されることは、江成さんの歴史に向ける深い思想性と
霊性を掬いとる写真表現への揺るぎない評価があってのことで
す。同じまちの市民として誇らしいこと限りありません。
平成・令和と時代の推移する中、昭和の歴史を振り返るとき、
米国史センターが戦争の加害性を含めた歴史的資料を収蔵す
る姿勢は示唆に満ちています。
そして、記録を写真表現を通して記憶
とした江成さんの作品の多くを預かる
本市の役割の重要さも高まってきてい
るのではないでしょうか。

フォトシティさがみはらプロの部審査員

伊藤俊治さんのコメント

左写真は今年１月２８日、

田名のご自宅に江成さん

をお訪ねして撮影。

左手に支えられた右腕は

２０００年のガンから生

還した手術以来、挙げる

ことはできない。手術後

の重いウツから回復する

のに数年を要した。

現在、その右掌にカメラ

を置いて〝いのち〟を撮

り続けている。相模原に

生まれ育ち、このまちの

人々に作品を捧げたいと

相模原市に寄贈した写真

は２０００点余りに及ぶ。

　※２００６年発行の写真集
　　　　『生と死の時』に記録。

※２０２４年４月に写真集
　　『いのちのかたち』を発行。

あかし

きこく

すく

昭和１００年、 戦後８０年の今年は写真表現が誕生して２００年
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